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身体に関して良い印象を与えたい

社会的体格不安が生じる
与えられないとき

自分の体格について
他者からの評価を経験する中で生じる不安

（Hart et al.,1989）



社会的体格不安

体型要因
社会文化的
要因

パーソナリティ
要因

運動行動 食行動
（磯貝,2011）



社会的体格不安

自分の体格に
対する不満

運動を躊躇する要因運動をする動機

体格の見栄えを
気にする

（Hart et al.,1989）



人間はさまざまな動機を持ち
同時に幾つかの動機を持つ

（杉原,2003）

運動に対する動機づけ
The Behavioral Regulation 

of Exercise Questioner
（Mullan and Ingledew,1997）



自己決定理論：自律性の程度で分類
内発的動機づけ
統合的調整
同一化的調整
取り入れ的調整
外的調整
非動機づけ

外発的動機づけ

高

低
（Deci and Ryan,2013）



体格不安の違いによって動機は異なるのか

個人に合わせた運動継続のアプローチが
可能になるのでは



社会的体格不安 強 ダイエットを目的

社会的体格不安 弱 健康の維持増進を目的

外発的な目標

内発的な目標

(Crawford & Eklund,1994 : Grouzet et al.,2005)



仮説

社会的体格不安 強 外発的動機づけ 強

社会的体格不安 弱 内発的動機づけ 強



社会的体格不安の違いによって
運動に対する動機づけが異なるのかを

明らかにすること

研究目的



研究方法

調査対象：20歳代女性
調査期間：2023年9月29日から10月2日
調査方法：Questantを用いたオンライン調査
有効回答数：323件



調査項目：25項目を5件法で調査

Isogai et al.（2001）

藤田・上妻（2022）

社会的体格不安に関する質問（7項目）

運動に対する動機づけに関する質問（18項目）



社会的体格不安尺度（Isogai et al.,2001）

Q1.自分の体型を気にしなくてよかったらよいのになあと思う
Q2.自分の体重や筋肉のつきぐあいのことで、
他人にあまり評価されていないと思うことがしばしばある

Q3.ときどき自分の体型の悪さが気になって仕方が
ないことがある

Q4.他人が一緒にいると、自分の体型が気になってしまう
Q5.自分の体型について、他人が何かいっていることが
わかったら嫌な気がする



Q5.体型がはっきりするような格好をするのは恥ずかしい
Q6.水着を着ると体型が気になる

「まったくあてはまらない（1）」
「少しあてはまる（2）」
「まあまああてはまる（3）」
「かなりあてはまる（4）」
「よくあてはまる（5）」



BREQ-3（藤田・上妻,2022）

内発的動機づけ
Q1-1.楽しいから運動する
Q1-2.運動は楽しい活動だと知っている
Q1-3.運動に参加することで喜びや満足を感じる

統合的調整
Q2-1.運動することは自分らしさの一部分だと思う
Q2-2.運動は私という人間の土台の一部分だと思う
Q2-3.運動は私の価値観と一致する



同一化的調整
Q3-1.定期的に運動を行うことは自分にとって重要である
Q3-2.運動の効果に価値を感じる
Q3-3.運動を定期的に行うことは重要だと思う

取り入れ的調整
Q4-1.運動をしないと罪悪感を感じる
Q4-2.運動の場を逃すと恥ずかしいと感じる
Q4-3.運動をしないことにやましさを感じる



外的調整
Q5-1.周りに運動すべきといわれるので運動する
Q5-2.友達、家族、パートナーから運動するべきだといわれるので

運動に参加する
Q5-3.友達や家族から運動することのプレッシャーを感じる

非動機づけ
Q6-1.わざわざ運動する理由が理解できない
Q6-2.運動する意義が分からない
Q6-3.運動することは時間の無駄だと思う



「全く当てはまらない（1）」
「あまり当てはまらない（2）」
「どちらともいえない（3）」
「少し当てはまる（4）」
「かなり当てはまる（5）」



分析方法

社会的体格不安に関する質問（7項目）

個人の合計得点（7-35点）を算出
SPAS得点

3つのグループに分類



SPAS得点
7-16点

下位群
（n=86）

中位群
（n=133）

上位群
（n=104）

17-25点 26-35点



結果と考察

Kruskal-WallisのH検定（分散分析）

Shapiro-Wilkの正規性の検定

Bonferroni法による多重比較検定



内発的動機づけ
統合的調整
同一化的調整
取り入れ的調整
外的調整

非動機づけ

有意差あり

有意差なし



非動機づけ

下位群 中位群 上位群
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平均値がほぼ同一
3群間の差が最も小さい

有意差なし



非動機づけ
運動することに価値を感じていない

社会的体格不安を感じる

運動への価値を損なうことには繋がらない

3群間に差がない



内発的動機づけ

中位群＞下位群

有意差あり
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0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

＊



仮説
社会的体格不安が弱い者は内発的動機づけが強い

・中位群が最も大きく、下位群が最も小さい
・下位群が有意に高い結果は得られなかった

仮説は支持されなかった



6因子すべてで下位群の動機づけが最も弱い

社会的体格不安は
運動の動機にも躊躇する要因にもなり得る

（Hart et al.,1989）

社会的体格不安は動機となっているのでは



統合的調整 取り入れ的調整 外的調整
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同一化的調整

上位群＞中位群＞下位群
＊
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互いに影響を
与えることが示唆された



仮説
社会的体格不安が強い者は外発的動機づけが強い

4因子すべてにおいて
上位群＞下位群、中位群＞下位群

仮説は支持された



結論
社会的体格不安の違いによって

運動に対する動機づけが異なるのかを
明らかにすること

3群すべて：同一化的調整
中位群・下位群：内発的動機づけ



内発的動機づけと同一化的調整が強い者は
4ヶ月後における運動意図が高い

（Wilson and Rodgers,2004）

3群すべて：同一化的調整
中位群・下位群：内発的動機づけ



同一化的調整
運動の重要性や価値に関する動機づけ

運動することの重要性や価値を見出せる環境



内発的動機づけ
自律性・有能性・関係性の欲求を満たす

・自発的に運動しているという認識を持つ
・運動による効果を他者に認められる機会を持つ
・運動を通じたコミュニティの形成

（Deci and Ryan,2013）



運動習慣に関する質問項目を設けなかった

今後の課題

運動習慣が影響を与えている可能性

運動習慣による影響を明らかにする必要がある
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